
■
国こ
く

営え
い

播ば
ん
し
ゅ
う州
葡ぶ

萄ど
う

園え
ん

播
州
葡
萄
園
は
、

一
八
八
〇
（
明
治

十
三
）
年
三
月
に
当

時
の
加
古
郡
印
南
新

村
で
開
園
し
ま
し

た
。
ぶ
ど
う
の
栽
培

と
ワ
イ
ン
づ
く
り
を

め
ざ
し
た
明
治
政
府

の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
で
し
た
。

一
八
八
三
（
明
治

十
六
）
年
頃
か
ら
本

格
的
に
ブ
ド
ウ
の
収
穫
が
は
じ
ま
り
、
ワ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
な
ど

を
生
産
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
一
八
八
八

（
明
治
二
十
一
）
年
に
民
間
へ
払
い
下
げ
ら
れ
、
一
八
九
六
（
明
治

二
十
九
）
年
ご
ろ
に
は
、
廃
園
の
状
態
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
播
州
葡
萄
園
に
つ
い
て
は
、『
農
務
顛
末
』
と
い
う
国
が
ま

と
め
た
資
料
や
、
当
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
古
い
井
戸
、
移
築
し

た
屋
根
な
ど
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
七
月
に
、
印
南
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業

で
、
偶
然
に
レ
ン
ガ
積
み
の
一
部
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
発
掘
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
完
成
し
た
ワ
イ

ン
工
場
の
地
下
室
跡
が
み
つ
か
り
、
レ
ン
ガ
を
敷
き
つ
め
た
造
り
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
イ
ン
の
ボ
ト
ル
が
入
っ

た
木
箱
も
発
見
さ
れ
、
長
い
間
“
ま
ぼ
ろ
し
”
と
さ
れ
て
い
た
葡
萄

園
の
姿
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
一
月
、
稲
美
町
教
育
委
員
会
は
、
明
治

前
期
の
国
策
や
こ
の
地
域
の
歴
史
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
歴
史

遺
産
と
し

て
、
こ
の

ワ
イ
ン
工

場
の
遺
構

を
町
指
定

文
化
財
に

指
定
し
ま

し
た
。

◎
事
業
に
関
す
る
事
項

醸造場地下室

木箱に入って出土したガラス瓶

（参考資料：『播州葡萄園百二十年』）
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■
東と
う

播ば
ん

用よ
う

水す
い

事じ
ぎ
ょ
う業

加
古
川
の
支
流
は
ど
の
川
も
水
量
が
少
な
く
、
こ
の
地
域
の
慢
性

的
な
水
不
足
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
加
古
川
の
支

流
に
ダ
ム
を
造
り
、
ダ
ム
と
ダ
ム
を
ト
ン
ネ
ル
で
結
び
、
加
古
川
流

域
全
体
の
水
を
有
効
に
使
う
と
い
う
構
想
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
加
古
川
支
流
の
篠
山
川
の
ほ
か
、

東
条
川
や
志
染
川
（
山
田
川
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
川

代
ダ
ム
・
大
川
瀬
ダ
ム
・
呑
吐
ダ
ム
を
建
設
し
、

そ
の
３
つ
の
ダ
ム
を
約
三
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

大
き
な
水
路
で
つ
な
い
だ
大
規
模
な
水
利
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
計
画
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
は
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
か
ら

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
ま
で
の
約
二
十
五
年
間

を
費
や
し
て
、
国
営
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。計

画
の
実
現
に
よ
り
、
淡
河
川
山
田
川
疏
水
は

一
年
を
通
し
て
用
水
が
安
定
す
る
よ
う
に
な
り
、

加
え
て
神
戸
市
や
三
木
市
と
い
っ
た
別
の
地
域
の

農
業
用
水
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事

業
に
関
連
し
て
山
林
三
百
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
農

地
と
な
り
ま
し
た
。
既
存
の
多
く
の
施
設
が
こ
の

事
業
で
一
体
的
に
整
備
さ
れ
、農
作
業
の
機
械
化
や
省
力
化
が
進
み
、

地
域
の
農
業
生
産
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
事
業
で
は
七
市
一
町
（
神
戸
市
・
明
石
市
・
加
古
川

市
・
三
木
市
・
稲
美
町
・
播
磨
町
他
）
の
上
水
道
へ
の
利
用
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

（参考資料：パンフレット「わたしたちの東播用水」）
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